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1.はじめに 

コンクリート開水路の診断は，主に水路の内面から目視により調査する方法が実施されてい

る。よって，目視確認ができない異常については（水路の外面にひび割れ等が発生している場合

等），的確な診断方法がないのが現状である。そこで，著者らは，水路壁載荷装置を用いた鉄筋

コンクリート開水路の構造安全性を現地で評価できる非破壊診断手法の開発を進めている。本手

法は，開水路の側壁を載荷した時に発生する変形量を測定し，荷重と変形量の関係から剛性を評

価するものである。

本研究では，鉄筋コンクリートフリュームの外面にひび割れを発生させた試験体を製作し，新

品との荷重と変形量の違いを検証したので報告する。

2.試験の概要 

2.1 試験体 

試験体は，図 1 に示す農業土木事業協会型鉄筋コンクリート大型フリュームの張り出し無しタ

イプとし，その寸法は，内空幅 1,000mm，内空高さ 1,000mm，長さは 2,000mm である。

試験体のひび割れは，底版の外面部に発生させた。その方法は，試験体側壁の天端，長手方向

の中央に水路壁載荷装置を設置し，試験体の外面側から内面側に引き込み，反力が低下するまで

荷重を加えるものである。その結果，ひび割れの幅は約 0.3mm となった。このひび割れ幅は，

農業水利施設の機能保全の手引きの鉄筋コンクリート開水路の施設状態評価表にある健全度ラン

クの S-4 に該当する。また，ひび割れの長さは，試験体底版の長手方向全体とした。

2.2 試験の概要 

試験体に発生する変形量は，側壁頂部に設置した水路壁載荷装置によって徐々に載荷すること

で計測した。水路壁載荷装置は，試験体の長手方向中央部に設置した。載荷する方向は内面載荷

（試験体の内面側から外面側に載荷）と外面載荷（試験体の外面側から内面側に載荷）の 2 方向

とし，載荷速度はハンドルの 1 回転当たり 60 秒程度とした。変位計は，装置を中心とした長手方

向の前後 105mm 離した位置（変位計 1，2）とした。ただし，変位計は装置とは独立した状態で設

置した。なお，変位計は接触式（東京測器研究所 CDP25，非直線性 0.1％RO）を使用した。
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試験条件を表 1 に示す。

3.試験結果

試験結果は，図 4～図 7 に示すとおりである。すべての試験体において，変位計 1 と変位計 2
は同じ値を示したことから，側壁長手方向の挙動は載荷装置の設置軸を中心に対称となることを

確認した。一方，内面載荷による条件 1（新品）と条件 3（ひび割れ）の変位計 1 での荷重と変

形量の傾きを比較すると，約 1.6 倍（=10.13/6.36）異なった。外面載荷による条件 2（新品）と

条件 4（ひび割れ）の変位計 1 での荷重と変形量の傾きを比較すると，約 1.1 倍（=10.01/8.81）
異なった。載荷方向のみが異なる条件 1 と条件 2 の荷重と変形量の傾きが同じであることを考慮

すると，条件 3 の傾きが条件 4 よりも大きくなったのは，条件 3 の外面載荷ではひび割れの幅が

開こうとする方向に作用するため，ひび割れが閉じようとする条件 4 の内面載荷よりも同一荷重

による変形が大きくなったためであると考える。

4.まとめ

今回，ひび割れを発生させた鉄筋コンクリートフリュームに対して水路壁載荷法による試験を

実施した結果，底版の外面部にひび割れが発生した試験体は新品と比較して，同一荷重における

変形量が大きくなることを確認した。 

以上から，水路壁載荷法は，内面からの目視調査では確認できない異常が発生したコンクリー

ト開水路について，構造的な安全性を確認することができると考える。 

表 1 試験条件 

条

件
状態 

亀裂の状況 載荷

方向

装置

位置幅 位置 

1 
新品 

－ － 内面

中央
2 － － 外面

3 ひび 

割れ 
約 0.3mm

底版部の中央付近及び 

ハンチ付近の合計 3 箇所 

内面

4 外面

図 3 試験の実施状況 
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図 4 荷重と変形量の関係（条件 1）

◇変位計 2 

y=10.06x 

R2=0.999

○変位計 1 

y=10.13x 

R2=0.999
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◇変位計 2 

y=10.02x 

R2=0.999

○変位計 1 

y=10.01x 

R2=0.999

図 5 荷重と変形量の関係（条件 2）
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図 6 荷重と変形量の関係（条件 3）

◇変位計 2 

y=6.35x 

R2=0.997

○変位計 1 

y=6.36x 

R2=0.997
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図 7 荷重と変形量の関係（条件 4）

◇変位計 2 

y=8.86x 

R2=0.999

○変位計 1 

y=8.81x 

R2=0.999
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